
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※なお、検査の受託は継続して行っております。 

百日咳の感染流行並びに、受託状況にもよりますが、６月上旬まで所要日数（4～7 日）に加え、 

最大１週間程度の報告遅延が発生する可能性があります。 

ご依頼いただく際は報告遅延の状況をご了承の上、ご出検くださいますようお願い申し上げます。 

遅延解消の時期などにつきましては、改めてご案内いたします。 

検査結果報告遅延のお知らせ 
拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素は格別のお引き立てを賜り、厚く御礼申し上げます。 

このたび、下記検査項目につきまして、委託先より「百日咳の感染流行のため、検体数が急激に

増加しており、検査結果の報告が遅延する可能性がある」旨の連絡がありましたので、取り急ぎ

ご案内申し上げます。 

誠に勝手ではございますが、弊社事情をご賢察のうえ、ご了承のほど宜しくお願い申し上げます。 

 

敬具 

 

記 

２ ０ ２ ５ 年 ５ 月 

報 告 遅 延 項 目 

⚫ 百日咳抗体 IgM       項目コード：001L 

                          （グループコード：4410） 

N o . ２ ０ ２ ５ － ０ ８ 

報 告 遅 延 期 日 

２０２５年５月１０日（土）ご依頼分より報告遅延 

⚫ 百日咳菌核酸検出（ＬＡＭＰ法）           項目コード：９４８９ 

（グループコード：７６９７） 


